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バイオマスに含まれるリグニンの微細オ 微れス

構造の解析とリグニン分解酵素の探索酵素分 探

リグノセルロース系原料からバイオエタノールを生産する上で、リグニンの存在は大きな

障害である。そのためにリグニンが量的または質的に変異した植物体を作り出す試みがある。

本研究ではこの様な背景のもと、リグニン生合成に変異が生じたソルガム*と変異が生じて

いないソルガムにおけるリグニン構造の際について明らかにすべ＜実験を行った。

*燃料用ソルガム開発(p.34)

九州交4号と高糖度ソルガムSlL-O5のリグニンの量的および質的差異 ’

bmr変異体である九州交4号と高糖度ソルガムSIL-05の酸不溶性リグニン、酸可溶'性リグニン、

アセチルブロマイドリグニン全ての含有量に差異はなかった。両試料のリグニン中のメトキシル基の

含有量を測定した結果、両者間に含有量の差異は認められなかった。芳香環構造の差異を明らかにす

ることを目的に、ニトロベンゼン酸化解析を行ったところ、芳香族酸類の種類に差異はなかったもの

の、各酸類の生成量に違いが認められた。特に、p-ヒドロキシフエニル核が、SIL-05の方が九州交4

号よりも多いことが明らかになった。過マンガン酸カリ酸化の結果、九州交4号はSIL-05に比べて、

より多種の分解生成物が生成した。特に注目すべきこととして、九州交4号にのみ、5-OHG構造が

存在することが明らかとなった。uvスペクトル、イオン化示差スペクトルの結果、九州交4号は共

役系側鎖を多く持つこと､フェノール性水酸基がSIL-05に比べて少ないことが明らかになった。また、

還元示差スペクトルの結果から、九州交4号はα位のカルボニル基が少ないことが明らかとなった。

さらに、IRスペクトル解析の結果、九州交4号は非共役系カルボニル基を多く保持することが明らか

となった。
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過マンガン酸カリ酸化分析の結果
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uvスペクトル解析
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